第４部回　第10回第4部会概要
日　時：平成１９年１２月３日（月）　１８時３０分～２０時３０分

場　所：市役所　第４委員会室
参加者：川西　悟、河村信義、廣瀬　至、川田弘数、仲嶋憲一、三澤由比子

事務局：五島英二
議題１：各テーマについての検討経過報告、提言の取りまとめ方について

議題２：その他

今まで4つのテーマについて検討して来た。
検討については、「鷲別漁港を含めた神社山周辺の活用について」、「電子マネー・地域通貨の活用について」、「スーパー銭湯の誘致について」、また、「ゆとりある生活を望む人の誘致について」は、現状では先行きが見えにくいので今回は断念し再度検討することとしたい。
今日は、「鷲別漁港を含めた神社山周辺の活用について」、「電子マネー・地域通貨の活用について」、を市に提言する最終形を検討する。

この提言は、この部会で決定した後運営委員会に諮り、全体会を経て市に提言する形になり、それを受けた市は、市が直接取り組むのか、また、民間が取り組むことが妥当であれば市と民間が協議を行い、可能かどうかも含めて検討していただき最終的に結論を市から報告を受ける形になると思うが、まだどこの部会からも提言を行っていないので、詳細は不明である。
●議題1　各テーマの情報交換

　①鷲別漁港を含めた神社山周辺の活用について、
　○提言に当たってテーマのタイトルは「鷲別地区の活性化事業」で良いか。
　　○今まで、海浜公園と言ってきたけども、活性化の一つの手段であるので、　

　　　良いと思う。
　
　　○鷲別岬を防風保安林から保健保安林に位置づけを変えてもらい、鷲別地　

　　　区の憩いの場として活用を図ることで良いか。
　　○異議なし。
　　○今年はこの提案を受けて海岸線ウォークを行った、これを一つの足がか
　　　りとして、鷲別地区の活性化事業として取り組んだという事を提案して
　　　良いか。
　　○このウォークは商工会議所が中心となってやっていることなので、市民
　　　自治推進委員会が行ったということとは違うのではないか
　　○このイベントは、自治推進委員会で企画したが、最終的には商工会議所

　　　が主体となった協議会が実施した。しかし、第４部会で検討している鷲
　　　別地区の活性化の趣旨に合った活動であるので、この実行を誰が取り組
　　　もうと問題が無いのではないか。
　　○私が、このイベントを提案したときの想いは１･２回で終わるようなもの
　　　ではなく１０年２０年と続く地域に密着したイベントを通じて、思い出
　　　を作り地域から愛される場所として位置づけたい。それには持続性を持
　　　たせる意味からあまり費用を掛けないで、地域の有志が手弁当、ボラン
　　　ティアで開催することが肝心だという想いを持っていたが、今回、商工
　　　会議所はかなりの費用を掛けたことから、これから先長続きするか不安
　　　である。
また、このイベントの実行委員として私が関わっておりましたが、連絡

も何も無く、いつの間にか中心が商工会議所に移行したことは不本意で
す。
　　○結果として、イベントが商工会議所の手によって実施された。そのため
　　　部会が具体的な実行までの範疇は及ばなくなったかもしれないが、これ
　　　から来年・再来年と続けていくことを考えるとそのようなことも意識し
　　　ながら進むことが望ましいと思う。
　　○分かりました。この部会の中で話をするようなことでないようですので、　

　　　先に、お話があったように鷲別地区の活性化事業で進めて行きましょう。
　　○よろしいですか。
　　○異議なし。
　②電子マネー・地域通貨の活用

　　○現在、全国的にかなり様々な形の電子マネーが普及しており、これを登　

　　　別のまちづくりに生かすこと出来ないかと考えた。特に利用者にメリッ

　　　トがある電子マネーを検討してきた。登別温泉に訪れる数多くの観光客
　　　にターゲットに絞込み検討した結果、最終的にはこの電子マネーサービ　

　　　スを提供し利用してもらうことによって、お金を落としてもらうことが
　　　目的となった。では、利用者側がメリットのあるサービスとは何か、ま
　　　た、観光客の中でも団体客よりも個人の方富裕層、また、外国人の観光
　　　客が近年上昇していることなどから、そのような人達に利用してもらえ
　　　るものは何かと考えたところ、翻訳機能や観光スポット、お土産屋さん
　　　や飲食店などを誘導案内できるナビシステムや取り扱っている商品の情
　　　報検索機能が良いのではないかとなった。では機器は何かと考えたとき、

　　　普及度の高いＧＰＳ機能搭載の携帯電話が良いのではないかと考えたが、

　　　現時点では登別観光協会のホームページのモバイル版すら無いので、先

　　　ず、観光ポスターにＱＲコードを付けるなどして、携帯端末でホームペ
　　　ージを見る事が出来る体制を作るのも一つの手段かなと言うことまでが
　　　前回までの経過である。
　　○目的は何でしたか？

　　○観光客に今以上にこのまちにお金を落としていただき、外貨の獲得をし
　　　たい。

　　○外から来ていただいたお客さんに対して、より自分たちのニーズ合うよ
　　　うな情報とか付加価値提供することによってお金を落としてもらおうと
　　　いうことですね。
　　○今、確か上野の周辺で観光客が案内所から器械を借りてＩＣタグで読み
　　　取ると音声で説明が流れるものがあった。例えばある場所に行って器械
　　　をＩＣタグにかざすとその場所の説明が聞けるとか、ディスプレイで細
　　　かい情報が出るとかというもので、この店にはこの名物のお土産がある
　　　とか、この店以外は取り扱っていないとか。利用した方は、じゃ買って
　　　行こうかと言うことでお金が落ちるみたい話を聞いたことがあります。
　　　温泉地でここまで情報化しているところは少ないので、そういう意味で
　　　はメリットが出ると思う。
　　○具体的な取り組み方の例としては、平成１８年度から実施され今年で２

　　　年目なる国土交通省の｢まちめぐりナビプロジェクト｣です。北海道内の
　　　実施例では１８年度は石狩市、今年は函館市と言うように活用できる補
　　　助事業もあるのではないのかと考えている。
　　○それで、提言の取りまとめについてはタイトルを情報ステップアップ事
　　　業としてはどうか。携帯電話の機能を生かした情報の受発信環境を整備
　　　することで、観光の質が高まるという内容で、具体的な中身は、次回に
　　　は行政も入っていただき、部会の中で協議することでよろしいか。
　　○異議なし

　③スーパー銭湯の誘致
　　○この関係については、１２月７日に提案者に会って調整し次回の部会で
　　　報告します。
●その他
　・次回の部会の開催日は２月５日（火）に開催。
